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単位区分

1－ －

講義名 ソフトウェア開発プロセス特論（修士）

２Ｑ 火曜日 ２時限 W205演習室／２Ｑ 金曜日 ２
時限 W205演習室 木下　修司

単位 2選択

本講義では、システムズエンジニアリングの国際的な標準をもとに、システム・ソフトウェアライフサイクルや、システムの品質、DevOpsの
ような考え方を解説するとともに、システムの総合信頼性や安全性といったサービス継続に不可欠な性質及び、その確認手法についての近年
の動向を学修する。

授業の概要とテーマ

履修年度 2026

開講先(代表)

担当教員

・システムズエンジニアリングの基本的な内容を理解する。
・DevOpsやディペンダビリティ活動の基本的な内容を理解する。

到達目標

Ａ･･･90～100点
Ｂ･･･80～89点
Ｃ･･･70～79点
Ｄ･･･60～69点
F･･･59点以下

成績評価の基準

アジャイル、DevOps、システムライフサイクル、総合信頼性、アシュアランスケース

キーワード

奇数回は対面での演習、偶数回はオンデマンド型の遠隔講義を予定する。詳細は開講時に指示する。

履修上の注意等(履修条件等)

開講期・曜日・時限・
教室

ナンバリング 配当学年 １年次

授業形態

各回に出される講義課題の提出状況(60%)、レポート課題(40%)を基準として総合的に
評価する。

テキスト

『特に指定しない』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

参考書

『講義中に指示する』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

担当教員のISOおよびIECにおける国際標準化活動経験に基づいた最先端の知見を提供する。

授業の特徴

ソフトウェア工学、システムズエンジニアリング入門

関連科目

対面,オンライン（オンデマンド）実施形態 実務経験 実務経験あり

成績評価の方法



2－ －

授業計画 (主題)

システムズエンジニアリング序論

システムライフサイクルの基本

システムライフサイクルの基本（演習）

システムライフサイクル応用

システムライフサイクル応用（演習）

アジャイルとDevOps

アジャイルとDevOps（演習）

システム・サービスとその品質評価

システム・サービスとその品質評価（演習）

システム・サービスの総合信頼性序論

システム・サービスの総合信頼性序論（演習）

安全性とアシュアランスケース

安全性とアシュアランスケース（演習）

総合信頼性とアシュアランスケース

総合信頼性とアシュアランスケース（演習）

定期試験は実施しない

第29回

第30回

第28回

第27回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第20回

第19回

第12回

第14回

第11回

第13回

第15回

第16回

第17回

第18回

第10回

第9回

第8回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第31回

(授業内容)

システムズエンジニアリングをはじめとした本講義に登場する概念の説明と
それらの位置づけを述べる。

ISO/IEC JTC 1/SC 7 が所掌する国際標準群の概要を説明するとともに、そ
の中心であるシステムライフサイクル標準ISO/IEC/IEEE 15288について学ぶ
。
前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

ISO/IEC/IEEE 15288の個別プロセスについて詳細に解説した関連国際標準に
ついて学ぶ

前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

ITIL実践のための方法論と位置づけられるDevOpsについて、最新の国際標準
を中心に学ぶ。

前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

システムの品質評価のための国際標準開発は日本が主導してきた。その成果
であるISO/IEC 25000 SQuaRE seriesについて学ぶ。

前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

IEC TC 56を中心とした総合信頼性についての研究・国際標準開発の歴史を
概観したうえで、IEC 62853 Open Systems Dependabilityなど新しい総合信
頼性の考え方を学ぶ。
前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

システムアシュアランス（Systems Assurance）の基本的な考え方を学ぶと
ともに、アシュアランスケースの歴史や、ISO/IEC/IEEE 15026シリーズによ
る標準化、記法について学ぶ。
前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

サービス・システムのアシュアランスケース記述にまつわる近年の最新動向
（自動運転システムのアシュアランス等）を学ぶ。

前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

成績評価については「成績評価の方法」欄参照



単位区分

3－ －

講義名 ソフトウェア開発プロセス特論（修士夜間）

２Ｑ 火曜日 ６時限 W104講義室／２Ｑ 金曜日 ６
時限 W104講義室 木下　修司

単位 2選択

本講義では、システムズエンジニアリングの国際的な標準をもとに、システム・ソフトウェアライフサイクルや、システムの品質、DevOpsの
ような考え方を解説するとともに、システムの総合信頼性や安全性といったサービス継続に不可欠な性質及び、その確認手法についての近年
の動向を学修する。

授業の概要とテーマ

履修年度 2026

開講先(代表)

担当教員

・システムズエンジニアリングの基本的な内容を理解する。
・DevOpsやディペンダビリティ活動の基本的な内容を理解する。

到達目標

成績評価の基準

アジャイル、DevOps、システムライフサイクル、総合信頼性、アシュアランスケース

キーワード

奇数回は対面での演習、偶数回はオンデマンド型の遠隔講義を予定する。詳細は開講時に指示する。

履修上の注意等(履修条件等)

開講期・曜日・時限・
教室

ナンバリング 配当学年 １年次

授業形態

各回に出される講義課題の提出状況(60%)、レポート課題(40%)を基準として総合的に
評価する。

テキスト

『特に指定しない』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

参考書

『講義中に指示する』

書名 著者 出版社 出版年 ISBN

担当教員のISOおよびIECにおける国際標準化活動経験に基づいた最先端の知見を提供する。

授業の特徴

ソフトウェア工学、システムズエンジニアリング入門

関連科目

対面,オンライン（オンデマンド）実施形態 実務経験 実務経験あり

成績評価の方法



4－ －

授業計画 (主題)

システムズエンジニアリング序論

システムライフサイクルの基本

システムライフサイクルの基本（演習）

システムライフサイクル応用

システムライフサイクル応用（演習）

アジャイルとDevOps

アジャイルとDevOps（演習）

システム・サービスとその品質評価

システム・サービスとその品質評価（演習）

システム・サービスの総合信頼性序論

システム・サービスの総合信頼性序論（演習）

安全性とアシュアランスケース

安全性とアシュアランスケース（演習）

総合信頼性とアシュアランスケース

総合信頼性とアシュアランスケース（演習）

定期試験は実施しない

第29回

第30回

第28回

第27回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第20回

第19回

第12回

第14回

第11回

第13回

第15回

第16回

第17回

第18回

第10回

第9回

第8回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第31回

(授業内容)

システムズエンジニアリングをはじめとした本講義に登場する概念の説明と
それらの位置づけを述べる。

ISO/IEC JTC 1/SC 7 が所掌する国際標準群の概要を説明するとともに、そ
の中心であるシステムライフサイクル標準ISO/IEC/IEEE 15288について学ぶ
。
前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

ISO/IEC/IEEE 15288の個別プロセスについて詳細に解説した関連国際標準に
ついて学ぶ

前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

ITIL実践のための方法論と位置づけられるDevOpsについて、最新の国際標準
を中心に学ぶ。

前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

システムの品質評価のための国際標準開発は日本が主導してきた。その成果
であるISO/IEC 25000 SQuaRE seriesについて学ぶ。

前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

IEC TC 56を中心とした総合信頼性についての研究・国際標準開発の歴史を
概観したうえで、IEC 62853 Open Systems Dependabilityなど新しい総合信
頼性の考え方を学ぶ。
前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

システムアシュアランス（Systems Assurance）の基本的な考え方を学ぶと
ともに、アシュアランスケースの歴史や、ISO/IEC/IEEE 15026シリーズによ
る標準化、記法について学ぶ。
前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

サービス・システムのアシュアランスケース記述にまつわる近年の最新動向
（自動運転システムのアシュアランス等）を学ぶ。

前回の講義課題の解説及び受講者から出た疑問点の解説、ディスカッション
を行う。

成績評価については「成績評価の方法」欄参照


